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算数スーパー解法講座 ３              
～最難関中学受験者専用情報ソース～ 

思考力を高め、算数のセンスを究極まで高める最高のエッセンス 

デジタル解法 
 

デジタル解法 

時計にはアナログ（針と目盛りがあるもの）とデジタルがありますね。午後１１時４５分 な

ら『２３：４５』と表されていますよね。 

『ふつうと違うなぁ』と思うのは、『０』の 使い方です。午前８時６分なら『０８：０６』

となるでしょう？ 

 

『時間』と『分』の部分を２ケタで表す、と いう意味ではとても合理的です。この表示の

仕方を利用したのが『デジタル解法』です。 

 

次のような問題を考えてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

一の位に『７』がある数は 

７，１７，２７，３７，……，１９７の２０個 

十の位に『７』がある数は 

７０～７９と１７０～１７９の２０個 

だから、１～２００には『７』が４０（個） 

 

もしくは 

１から１００までの中で考えると 

一の位には『７』が１０個 

十の位には『７』が１０個 合計２０個 

１０１～２００にも『７』が２０個 

だから、１～２００には『７』が４０（個） 

けっこう簡単ですね。 

ある本は２００ページあります。

このページを表す数の中に数字の

『７』はいくつありますか。 
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でも、範囲が１～１０００になれば大変です。『百の位』まで考えなくてはいけなくなります

から。 

 

『デジタル解法』ではどうするのでしょう。 

 

まず、１けたの整数が書いてあるカードを想像してみてください。そのカードを使って 整

数を表します。たとえば、５と７のカードを ならべて   のようにすると使うと『５７』

と読めます。このようにして、０から９９までならべると、右下のようになります。 

 

このとき、０～９の数は  十の位を『０』と考えて表示 します。 

 

この表し方では『どのカードも同じ枚数ずつ』使われます。 

 

●数は０から９９の１００個 

●１つの数を表すのに使われるカードは、どれでも２枚 

 

だから、使われるカードは 全部で ２×１００＝２００（枚）です。 

 

０～９の１０種類のカードが使われているのですから、どの種類の 

カードも（『７』も）２００÷１０＝２０（枚）です。 

 

だから、１～２００には『７』が４０（枚）です。 

もし、問題が１から１０００ならどうすればいいのでしょう？ 

 

これも簡単で、『０００～９９９』と考えればいいのです。 

 

さて、このとき、 

 

●数は０～９９９の１０００個 

●１つの数を表すのに使われるカードは、どれでも３枚 

 

だから、使われるカードは 

３×１０００＝３０００（枚） 

 

０～９の１０種類のカードが使われているわけですから、  
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どの種類のカードも 

３０００÷１０＝３００（枚） 

だから『７』だって…… 

３００枚ですね。 

 

ところで、 

『０００～９９９』は 

『００１～１０００』とほぼ同じことです。 

 

『１０００』の下３けたの『０００』が『００１』の前にくっついたも

のと考えればいいんです。 

 

 

ほら、ほとんど同じでしょう！ 

ところで、『０』は気をつけなければなり ません。というのは、『本当は使わない』もの

が含まれているからです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

でも、難しくはありません。使うはずのない『０』のカードは、『一の位に１枚』、『十の位

に１０枚』、『百の位に１００枚』、となって いますね。 

 

１から１０００まで書いたとき、『０』は何個書くかを考えましょう。 

 

先ほどの『７』のように、『１～９』の数字 なら３００個です。ここから、使うはずのな

い『０』の個数をひけばいいのです。 
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もうひとつ。これは０～９９９までの範囲でのことなので、最後に書く『１０００』の『０』

３個を、忘れないようにしましょうｌ 

 

ということから 

３００－（１＋１０＋１００）＋３＝１９２（個） 

です。  難しかったですか？ ふぅ。 

 


